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・広野町教育委員会： 0240-27-4166

・広 野 中 学 校： 0240-27-3224

・広 野 小 学 校： 0240-27-2332

・広 野 幼 稚 園： 0240-27-2221

・広 野 町 保 育 所： 0240-27-2345

学校給食に使用する食材に
ついては、毎日放射性物質
の検査をしています。
検査結果は、毎週ホームペー
ジに掲載しています。

ひ ろ の っ こ
児童･生徒数
　小学校　75 名　　中学校　41 名
　幼稚園　31 名　　保育所　13 名
   児童館　18 名 H26.２.25 現在

キビタンがやってきた！ みんなの笑顔を届けよう
広野小学校

広野中学校

広野幼稚園広野町児童館

広野町保育所 デッサン教室

福を呼びこむ　元気に豆まき「鬼は外！福は内！」 福がいっぱいの春を迎えよう！

アカデミー通信

　幼稚園の子どもたちが平成26年２月３日（月）、園

庭で豆まきをしました。

　子どもたちは、「とても楽しかった。もう一度豆ま

きをしたい」と笑顔で話していました。

　児童館の子

どもたちが平

成26年２月３

日（月）、館

庭で豆まきを

しました。

　鬼に力いっ

ぱい豆をぶつ

けて、泣き虫

鬼、おこりん

ぼ鬼を退治しました。あとは福が来るだけです。

　鎌倉市の画家　加藤力之輔さんによる「デッサン教室」

が平成26年２月３日（月）、広野中学校で行われました。

　生徒たちはデッサン教室を通じて「正しく見ることの

できる目を持つことは、どんなことにも生きてくる」と

いうことを加藤さんから教わりました。

　生徒たちはデッサンの方法やラインの取り方を教わり

ながら、一生懸命取り組んでいました。

　福島県復興シンボルキャラクターのキビタンが平成

26年２月13日（木）、保育所にやってきました。２回目

となる保育所訪問に子どもたちも大喜び。キビタン体

操を教えてもらい、元気いっぱい体を動かして楽しん

でいました。

　現在、御殿場市で活動をしている私たちは、１月25

日に御殿場特別支援学校の生徒たちと練習試合をしま

した。支援学校の皆さんとは、以前から何度も交流を

していてお互いをよく知っていたので、アカデミー選

手一同、この試合を楽しみにしていました。

　お互いに白熱したプレーの連続でとても素晴らしい

試合をすることができました。支援学校の選手たちが

全力でプレーし、全員で相手ゴールに向かう姿勢やお

互いのミスをカバーし合う守備がとても印象に残りま

した。

　このような貴重な体験をさせていただいた御殿場特

別支援学校の皆様に感謝しています。

↑ＪＦＡアカデミー福島のみなさん

　「ふくしまっ子10万人の笑顔プロジェクト」が平成

26年２月５日（水）、広野小学校で行われました。こ

れは、福島県内民放４社の共同キャンペーンで、東日

本大震災から３年目にあたって、未来を担う子どもた

ちの夢と希望を応援するためのものです。

　紙皿にクレヨンやマジックなどで自由に顔を描いた

り、毛糸や色紙、モール、ペットボトルのキャップな

どを使って飾り付けをしたりして、素敵な「笑顔の皿」

が完成しました。

　これらの作品は福島市のあづま総合体育館に集めら

れ、巨大オブジェとして作り上げられたものが４月上

旬に公開される予定になっています。

↑「笑顔の皿」作成の説明を受ける子どもたち

御殿場特別支援学校との交流サッカー
ＪＦＡアカデミー福島　３期生　宮園栄人

↑力いっぱい豆まきをして鬼を退治しました
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↑福島県双葉郡子供みらい会議の様子


